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新築住宅 既存（中古）住宅

地震で人が死なない
家づくりのために、

真の耐震基準を
社会に広める

耐震定義から普及啓発へ、会員の皆様とともに

木質耐震シェルター 70K

TAISHIN100 Standards
申請システム

安心R住宅申請システム

ご活用いただける3つのサービス



「日本の家を100％耐震に。」という理念の実現に向けて、
耐震住宅100％実行委員会は「技術開発」「基準策定」「中古住宅」という 3 つの活動に注力。
これまでに「技術開発」では木質耐震シェルターを世に送り出し、 
「基準策定」では TAISHIN100 Standards（耐震100 認定基準）という独自の耐震基準を策定。 
また「中古住宅」では国交省の安心 R 住宅登録事業者として、中古住宅における耐震化の研究など、
新築、中古問わず、耐震を家のライフサイクル全体から捉えようという活動を展開してきました。

普及啓発のフェーズに入った今、それらの活動をより具体的な皆様の行動に移していただく仕組みとして、
3 つのサービスを設けました。

耐震住宅 100 % に向けて。
180 社を超える会員の皆様との共創活動で普及啓発を加速

耐震住宅100% に向けた、180 社を超える
会員の皆様との活動でグッドデザイン賞 2023 を受賞

耐震基準マーク

科学的根拠に基づいた、耐震基準を策定。
TAISHIN100 Standards マークを通じて、
耐震基準の問題を社会に問う

地震による家屋の倒壊から、
一定の空間を確保することで命を守る装置。
短い工期とローコストで設置可能

国の目指す住宅ストック活用型市場を
踏まえつつ、中古住宅にも
独自の耐震性の実現を目指す

普及啓発

中古住宅

社会

施主

会員180 社

耐震住宅100％耐震住宅データの提示

耐震基準情報の共有

基準策定 技術開発

Home Page



木質耐震シェルター 70K 申請フロー

木質耐震シェルター70K

木質耐震シェルター 70K

木質耐震シェルター 70K は、耐震住宅 100％実行委員会とエヌ・シー・エヌの共同開発を経て、現在、耐震住宅
100％実行委員会にて販売を行っております。
室内置型のため建物全体の改修などの費用がかからず、地震による家屋の倒壊に対して一部の空間を確保することで尊い
命を守ることができます。また、室内に溶け込むデザインも高く評価されています。

耐震住宅 100％実行委員会調べによると、日本全国でおよそ 30% に当たる市区町村に耐震シェルターの補助金が設定
されていることがわかっています。また、木質耐震シェルター 70K が東京都の認定を受けたことにより、認定される可
能性も拡大しています。耐震住宅100％実行委員会では、こうし補助金認定に関するサポートも行っています。

1 お問い合わせ

2 現場調査

3 概算見積り

4 プラン決定

5 工事開始

6 シェルター施工

7 工事完了

間取りや、お部屋の状況など確認します。

現場調査の結果を基にサイズを決定し概算見積を提出。

土間コンクリートがない場合、施工期間は約一か月です。

シェルター施工自体は3日ほどで終了します。

行政の方 個人の方 建築業者の方

タイプ 

高さ

縦

横

6畳

調整可

2,730㎜

3,640㎜

8畳

調整可

3,640㎜

3,640㎜

4.5畳

調整可

2,730㎜

2,730㎜



登録書の ID／パスワードを発行します。
施主様にお渡しください。

登録済物件一覧、登録後は設計図書の保存場所とし
てもご利用可能です。

TAISHIN100 Standards 申請フロー

登録書発行フロー

建築基準法による壁量を1として、

・住宅性能表示による耐震等級1～ 3、

・構造計算（許容応力度計算）よる耐震等級1～ 3

それぞれに対して、壁量倍率で強さ（倒壊しにくさ）

を判定。その結果、構造計算を行った耐震等級３以

外は倒壊する可能性を否定できない

TAISHIN100 Standards 申請システム
（耐震 100 推奨基準）

TAISHIN100 Standards は、2016 年 4 月 14 日に発生した熊本地震において被災された住宅をもとに、耐震住宅
100％実行委員会独自の検証（木造住宅倒壊解析ソフトウェア (wallstat）によるシミュレーション）を行い、以下の結
論に至りました。

耐震住宅 100％実行委員会ではこれらのデータをもとに、真の耐震基準 TAISHIN100 Standards を策定し、その適
合住宅に対して、認定ラベルを発行するサービスを開始しました。

また、 TAISHIN100 Standards 申請システムでは、認定審査するために「意匠関係図書」「構造関係図書」「省エネ関
係図書」をご用意いただきますが、それら設計図書（2025 年 4 月からの 4 号特例の改正により必要とされる）を無償
でデータベースに保存いただけます。

［必要とされる壁量］

※熊本地震と同等の地震波によるシミュレーション結果（wal ls tat）

倒壊する 倒壊しない

2.44 倍
2.03 倍1.91倍

1.63 倍1.58 倍
1.26 倍

基準値

構造計算

耐震等級
3相当

構造計算

耐震等級
2相当

住宅性能表示

耐震等級
3

構造計算

耐震等級
1相当

住宅性能表示

耐震等級
2

住宅性能表示

耐震等級
1

建築
基準法

TAISHIN100
Standards

TAISHIN100 Standards

1

2

3

申請に必要な書類をご準備ください。

物件登録フォームより物件のご登録をしてください。

物件登録完了

・耐震等級3が確認できる書類 ・構造計算書 ・配置図 ・各階平面図 ・2面以上の立面図

1

2

3

TAISHIN100 Standards 登録同意書をご準備ください。

TAISHIN100 Standards 登録書発行申請をしてください。

登録書発行

URLとパスワードが発行されますので、お施主様へお知らせください。

申請確認

登録完了メール

申請内容の確認には約2週間ほどかかります。

登録書を発行する



「安心Ｒ住宅」標章
（ロゴマーク）

利用期間中は、一覧画面からロゴマークをダウンロードで
きます。売買成立後、「取り下げ申請」を行ってください。

リフォーム未実施の場合でも、住宅リフォームの提案書
（費用に関する情報含む）があれば、利用申請ができます。

TAISHIN100 Standards に登録済みの物件は、耐震
性能に関する書類が提出済みのため、より簡単に申請が
可能です。

安心 R 住宅申請システム

耐震住宅100％実行委員会は2020 年 3月13 日、国土交通省が登録する安心R住宅制度の事業団体となり、住宅ストッ
ク活用型市場を含めた、全住宅市場における耐震住宅100％の実現を目指して、新たな一歩を踏み出しました。

耐震住宅 100％実行委員会は新築における「地震で人が死なない家づくり」だけでなく、既存中古住宅においても、そ
の理念に変わりはありません。そこで安心 R 住宅で必要とされる基準を当法人独自のものへと解釈し、より耐震性の高い
中古住宅の普及活動に努めます。 TAISHIN100 Standards というシステムをコアに、新築から中古、中古から新築とい
う真の耐震住宅のライフサイクルを形作っていきます。

安心 R住宅利用申請フロー

安心 R住宅

1

2

3

4

申請に必要な書類をご準備ください。

利用申請フォームより申請してください。

認可後

申請確認

認可後は、安心R住宅マークがダウンロードできるようになります。

各種広告媒体でマーク使用

利用認可メール

申請確認

申請受理メール

安心R住宅マーク使用開始

5 安心R住宅マーク使用期間終了

6 安心R住宅マーク取り下げ申請

7 安心R住宅マーク利用終了



一般社団法人 耐震住宅100％実行委員会
〒100-0014 
東京都千代田区永田町2-13-5 
赤坂エイトワンビル7F
tel : 03-6897-6789
mail : info@taishin100.or.jp
URL : https://www.taishin100.or.jp

TEL : 03-6897-6789
受付時間 : 平日 10:00～17:00

お問合せ

mail : info@taishin100.or.jp

Home Page


